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日
本
海
中
部
地
震
か
ら
25
年
。
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た

昭
和
58
年
５
月
26
日
に
、
日

本
海
沿
岸
を
襲
っ
た
マ
グ
ニ
チ

ュ
ー
ド
7.7
の
日
本
海
中
部
地
震

か
ら
25
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
八

峰
町
で
は
津
波
や
家
屋
倒
壊
な

ど
甚
大
な
被
害
を
受
け
、
15
人

の
尊
い
命
が
失
わ
れ
ま
し
た
。

　

町
で
は
毎
年
、
自
然
災
害
の

恐
ろ
し
さ
を
風
化
さ
せ
る
こ
と

な
く
語
り
継
ぎ
、
そ
の
教
訓
を

活
か
そ
う
と
、
津
波
や
火
災
を

想
定
し
た
防
災
訓
練
を
行
っ
て

い
ま
す
。
今
年
は
５
月
25
日
に

茂
浦
地
区
で
防
災
訓
練
が
行
わ

れ
、
消
防
署
、
消
防
団
、
地
域

住
民
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組

み
ま
し
た
。

　
午
前
８
時
、
地
震
発
生
を
想

定
し
、
防
災
無
線
に
よ
る
地
震

発
生
の
合
図
で
、
茂
浦
地
区
の

住
民
は
八
森
土
床
体
育
館
へ

と
避
難
。
各
組
ご
と
に
集
合
し

て
安
否
確
認
の
訓
練
を
行
い

ま
し
た
。

　

ま
た
、
隣
接
す
る
ゲ
ー
ト
ボ

ー
ル
場
で
火
災
を
想
定
し
た
訓

練
を
実
施
。「
火
事
だ
ー
。
火
事

だ
ー
。」と
住
民
に
よ
る
火
事
ぶ

れ
と
と
も
に
、
消
防
団
が
出
動

し
、
す
ば
や
い
動
作
で
放
水
訓

練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
地
域
住
民
に
よ
る

初
期
消
火
訓
練
が
行
わ
れ
、
消

防
署
員
か
ら
消
火
器
の
使
い

方
の
説
明
を
受
け
た
あ
と
、
消

火
器
に
よ
る
消
火
を
体
験
し

ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
消
防
団
に
よ
る

水
防
訓
練
が
行
わ
れ
る
な
ど
、

あ
ら
ゆ
る
災
害
に
も
対
応
し
た

訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

地域住民による安否確認

消火器を使った初期消火体験

土
の
う
を
積
み
上
げ
た

水
防
訓
練
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あのときの自然の恐ろしさを風化させるな！
多くの方が亡くなり、家屋や漁船などが倒壊するなど甚大な被害を受けた日本海中部地震。しかし、25年
がたった今、当時の記憶がうすれ、また、幼少時であったりまだ生まれていなかったりと、新しい世代になるに
つれて自然災害の恐ろしさが風化されていきます。
　防災意識を高めるためにも、当時の様子を語り継ぎ、万が一のときに備えましょう。

津波による引き潮で陸続きになった雄島

引
き
裂
か
れ
た
地
面

地
震
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
凄
ま
じ
さ
を
見
せ
つ
け
ら
れ
ま
し
た

大きな津波が襲った沿岸部！
港に停泊していた船は陸に打ち上げられたり、転覆しました


